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小田原城と相模湾

「近き者説ぶ」、里都まちの幸福を追求
中井町長　戸村　裕司
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奪
い
合
い
で
な
い
、「
出
会
い
」
に
よ
る

人
口
増
加
策
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
私

も
中
井
と
「
出
会
い
」
移
り
住
ん
だ
者
で

す
。
と
も
す
れ
ば
観
光
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
給
食
費
や

小
児
医
療
費
の
無
償
化
、
妊
娠
か
ら
産
後

の
子
育
て
支
援
が
一
体
と
な
っ
た
ネ
ウ
ボ

ラ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
高
水

準
の
子
育
て
支
援
を
拡
充
、
移
住
定
住
施

策
で
は
Ⅰ
タ
ー
ン
に
も
間
口
を
広
げ
、
結

婚
新
生
活
支
援
補
助
な
ど
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
施
策
の
方
向
性
は
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
の
流
れ
と
も
合
致
し
、
そ
れ

を
軸
に
策
定
に
入
る
「
第
七
次
中
井
町
総

合
計
画
」
で
、
よ
り
明
確
化
さ
れ
ま
し
ょ

う
し
、
四
半
世
紀
ぶ
り
の
大
型
公
共
施
設

と
な
る
複
合
型
の
生
涯
学
習
施
設
に
も
表

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
国
民
健
康
保
険
で
は
、

令
和
6
年
3
月
に
「
中
井
町
国
民
健
康
保

険
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
を
策
定

し
、
目
標
達
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
伴
う
一

人
当
た
り
医
療
費
の
増
加
と
い
う
全
国
的

な
課
題
に
、
本
町
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
医
療
費
削
減
に
直
結
し
、
保

健
指
導
や
糖
尿
病
重
症
化
予
防
の
基
礎
と

な
る
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
令
和
3
年
度
よ
り

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
、
受
診
勧
奨
事
業
を
実

　
「
里
都
ま
ち
な
か
い
」
︱
︱
県
西
地
域

に
あ
っ
て
、
県
央
と
の
接
点
に
あ
る
本
町

を
、
私
た
ち
は
こ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

里
山
に
象
徴
さ
れ
る
、
食
と
農
が
身
近

で
、
豊
富
な
地
下
水
や
生
物
多
様
性
が
保

た
れ
る
、「
自
然
環
境
」
を
「
里
」。

　

そ
し
て
、
町
域
に
鉄
路
は
な
い
も
の
の
、

東
名
秦
野
中
井
イ
ン
タ
ー
至
近
で
、
多
く

の
人
が
訪
れ
る
中
井
中
央
公
園
や
厳
島
湿

生
公
園
が
あ
り
、
都
市
的
な
暮
ら
し
も
可

能
な
「
生
活
環
境
」
を
「
都
」。

　

そ
の
双
方
を
兼
ね
備
え
る
、
こ
の
中
井

町
の
真
の
価
値
を
、
町
民
の
皆
様
と
共
に

磨
き
な
が
ら
、
中
井
な
ら
で
は
の
暮
ら
し

と
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
「
近
き
者
説
（
よ
ろ
こ
）
び
、
遠
き
者

来
る
」
︱
論
語
の
一
節
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
を
「
暮
ら
す
人
の
幸
せ
な
姿
が
、

移
住
定
住
を
呼
び
寄
せ
る
」
と
読
み
替
え
、

消
滅
可
能
性
自
治
体
の
分
類
さ
れ
る
こ
と

を
想
定
し
、
町
長
就
任
以
来
、
取
り
合
い
、

施
し
、
未
受
診
者
の
年
齢
層
や
過
去
の
受

診
状
況
に
よ
り
、
ナ
ッ
ジ
（
行
動
経
済
学
）

の
手
法
を
用
い
て
勧
奨
方
法
を
変
え
る
こ

と
で
、
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
内
医
療
機
関
に
職
員
が
出
向
き
、
特
定

健
診
の
案
内
も
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か

け
る
な
ど
、地
道
な
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
、
36
％
前
後
と
県

内
で
も
高
く
、
介
護
保
険
で
は
、
同
時
期

に
「
第
9
期
中
井
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
、
高

齢
独
居
の
方
の
増
加
や
、
制
度
の
隙
間
で

支
援
が
届
き
に
く
い
ケ
ー
ス
も
懸
念
さ
れ
、

町
社
協
に
委
託
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
介
護
予
防
事
業
や
認
知

症
カ
フ
ェ
な
ど
に
加
え
、
一
般
財
源
に
よ

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や
訪
問
実
態
調

査
、
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

を
と
お
し
て
、
9
0
0
0
人
弱
の
人
口

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
き
め
細
や
か
な
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
昭
和
55
年
前
後
、
食
塩
の
過

剰
摂
取
を
見
直
そ
う
と
町
ぐ
る
み
で
大
規

模
な
減
塩
運
動
が
行
わ
れ
、
大
き
な
成
果

を
収
め
た
そ
う
で
す
。
そ
の
息
吹
は
世
代

を
経
て
も
、
地
域
活
動
や
お
祭
り
な
ど
で

多
様
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
働

と
自
律
の
精
神
に
よ
り
頼
み
な
が
ら
、
消

滅
可
能
性
自
治
体
と
分
類
さ
れ
て
も
、
臆

す
る
こ
と
な
く
、
町
民
の
皆
様
と
里
都
ま

ち
の
幸
福
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

「
近
き
者
説
ぶ
」、

里さ

都と

ま
ち
の
幸
福
を
追
求

中井町長

戸村　裕司
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01　かながわTOP紹介
　　　中井町長　戸村　裕司　　　

03　保険者紹介コーナー
　　　小田原市
　　　「誰もが笑顔で暮らせる、

愛すべきふるさと小田原」

07　健康わがまち
　　　海老名市
　　　「『�みんなが笑顔　住みやすいまち　

えびな』の実現に向けて」
　　
09　日本大通り発
　　　神奈川県健康医療局保健医療部
　　　医療保険課保険者指導グループ
　　　「�令和5年度国民健康保険事業に　

係る定期指導の結果について」

11　こくほ随想
　　　「�新型インフルエンザ（パンデミック）

対応」
　　　　江利川　毅

13　こころとからだ
　　　～健康のはなし～
　　　「�メタボリックシンドロームを
　　　�予防する食事・食生活」
　　　　田中　久子

15　国保連発信

17　国保連日記帳

19　国保直診だより

23　今後の予定／伝言板／編集後記

■表紙の説明　　　小田原城と相模湾

　天守閣から眼下を見渡すと、相模湾の海原と後方には山々が広がっ
ています。戦国の世にあって親兄弟争うことなく五代百年にわたり関
東を治めた北条氏。「民を豊かにし、国を豊かにする」という北条氏
のまちづくりは、この豊かな自然環境が礎になったのでしょう。
　市民の心のシンボルにもなっている小田原城は、戦国時代には関東
の政治の中心となり、小田原市は城下町として栄えてきました。天守
に上り、往年の歴代当主に思いを馳せてみませんか。
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江之浦俯瞰

小田原市　概　要� （令和6年4月1日）

人　口：185,986人
世帯数：85,037世帯
面　積：113.60㎢
市の花：うめ
市の鳥：コアジサシ
市の魚：アジ・メダカ
市の木：くろまつ小田原市

小田原市
誰もが笑顔で暮らせる、
愛すべきふるさと小田原
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●
　
国
　
保
　
●

■
国
保
の
概
要
・
実
施
体
制

　

当
市
の
国
保
加
入
者
数
は
、
本
年
3
月

末
現
在
で
（
人
口
は
４
月
１
日
）
3
万
５

６
０
３
人
、
加
入
世
帯
数
は
2
万
４
６
２

５
世
帯
で
、加
入
率
は
そ
れ
ぞ
れ
19
・
14
％
、

28
・
96
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
課
は
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
、国
民
年
金
を
所
管
し
、資
格
・

給
付
業
務
、
国
保
診
療
事
業
等
を
担
当
す

る
国
民
健
康
保
険
係
（
21
人
）、
賦
課
、

徴
収
業
務
を
行
う
保
険
料
係
（
23
人
）、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
業
務
を
行
う
高
齢

者
医
療
係
（
8
人
）、
国
民
年
金
業
務
を

行
う
国
民
年
金
係
（
6
人
）
か
ら
構
成
さ

れ
、
課
長
以
下
職
員
30
人
、
会
計
年
度
任

用
職
員
29
人
が
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に

つ
い
て
は
、
よ
り
効
果
的
な
業
務
実
施
を

図
る
た
め
、
令
和
3
年
度
か
ら
健
康
づ
く

り
課
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
国
保
財
政

　

令
和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
は
2
0
1
億
6
5
0
0
万

円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
1
・

87
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
被
用
者
保

険
の
適
用
拡
大
の
影
響
に
伴
う
被
保
険
者

数
の
減
少
等
に
よ
り
、
歳
入
の
国
民
健
康

保
険
料
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
歳
出
の

保
険
給
付
費
は
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
々
被
保
険
者
数
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
低
所
得
者
の

加
入
が
多
い
こ
と
か
ら
、
財
源
確
保
が
大

変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
不
足
す

る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
会
計
繰

入
金
を
増
額
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康

保
険
料
の
改
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
財
源
確
保
に
向
け
、
国
民
健
康

保
険
料
の
収
納
率
向
上
対
策
、
医
療
費
の

適
正
化
対
策
、
特
定
健
診
等
の
保
健
事
業

に
取
り
組
み
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安

定
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
収
納
率
向
上
対
策

　

令
和
4
年
度
の
現
年
度
収
納
率
は
、

94
・
93
％
で
前
年
度
か
ら
0
・
72
ポ
イ
ン

ト
の
減
、
滞
納
繰
越
分
は
22
・
47
％
で
前

年
度
か
ら
0
・
27
ポ
イ
ン
ト
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
た

め
、
令
和
5
年
7
月
か
ら
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
込
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
従
前
か

ら
行
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
て
、
納
付
機

会
の
拡
大
と
納
付
者
の
利
便
性
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
総
務
課
と
合
同
で
、
料
金

滞
納
の
期
が
浅
い
現
年
滞
納
者
に
対
し
て

電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
か
ら
納
付
勧
奨
を
図

る
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
納

付
に
対
す
る
習
慣
付
け
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
現
年
度
滞
納
の
圧
縮
を
図
っ
て
い

ま
す
。
過
年
度
滞
納
に
つ
い
て
も
、
預
貯

■市の概要
　小田原市は、戦国時代に後北条氏の「城下町」として発展し、江戸時代には東海道屈指の「宿場町」
として栄え、明治期には政財界人や文化人たちの「別荘、居住地」として愛されてきた、神奈川県西
地域の中心都市です。
　森里川海が「ひとつらなり」となった豊かな自然環境や一年を通じて温暖な気候、長い歴史の中で
先人より継承されてきた文化・伝統産業などの地域資源が豊富です。さらに、都心からほど近く、新
幹線を使えば東京まで約30分、高速道路などの交通インフラが充実していることなどから、近年移
住者が増加している他、令和5年の入込観光客数は約832万人と過去最高を記録するなど、観光需要
の高まりも期待されています。

小田原市ふれあいけんこうフェスティバル 保険課窓口
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金
照
会
サ
ー
ビ
ス
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

財
産
調
査
か
ら
滞
納
処
分
等
を
行
い
、
累

積
滞
納
事
例
の
解
消
を
図
る
等
、
適
正
な

滞
納
整
理
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

各
段
階
に
応
じ
た
事
業
を
適
切
に
実
施
し

て
、
収
納
率
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導　

　

令
和
5
年
度
に
小
田
原
市
国
民
健
康
保

険
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
・
第
4
期

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
平
成

30
年
度
の
26
・
7
％
か
ら
少
し
ず
つ
増
え
、

令
和
4
年
度
は
29
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

当
市
の
健
康
課
題
で
あ
る
高
血
圧
性
疾

患
の
医
療
費
や
患
者
数
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
と
も
に
年
々
減
少
し
て
お
り
ま

す
が
、
脳
血
管
疾
患
や
心
疾
患
の
死
亡
率

が
依
然
高
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令

和
2
年
度
か
ら
特
定
健
診
に
、
尿
検
査
に

よ
る
一
日
推
定
食
塩
摂
取
量
を
市
独
自
の

検
査
項
目
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
食
塩
の
適
正
摂
取
に
つ

な
が
る
よ
う
、
医
師
に
よ
る
健
診
を
受
け

た
方
へ
の
行
動
変
容
を
効
果
的
に
促
す
後

押
し
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
2
年
度
の
食

塩
量
推
定
値
平
均
値
は
8
・
9
g
で
し

た
が
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
診
査
の
未
受
診
者
に
は
、

電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
の
広
報
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
活
動
、

が
ん
検
診
と
の
同
時
実
施
の
啓
発
等
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
診
療
情
報
提
供
事
業
、

日
曜
日
の
集
団
特
定
健
康
診
査
の
実
施
等
、

小
田
原
医
師
会
と
も
十
分
協
議
し
な
が
ら

受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
　
介
　
護
　
●

■
介
護
保
険
の
状
況

　

当
市
の
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
数

は
、
令
和
6
年
3
月
末
時
点
で
5
万
7

5
3
6
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
は
1
万
7

8
2
人
で
あ
り
、
介
護
保
険
制
度
創
設

時
（
平
成
12
年
度
）
の
約
3
・
4
倍
に
当

た
り
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
人
口
の
増

加
に
伴
い
、
認
定
者
数
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
令
和
8
年
度
に
は
1
万
1
3
7
8

人
に
、
令
和
12
年
度
に
は
1
万
2
4
2
1

人
ま
で
増
加
す
る
見
通
し
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
市
で
は
、

﹃「
と
も
に
生
き
る
活
力
あ
る
長
寿
・
福
祉

社
会
」
を
め
ざ
し
て
﹄
を
基
本
理
念
と
し

て
、「
自
分
ら
し
い
高
齢
期
の
実
現
」
の

下
に
、
自
立
支
援
、
介
護
予
防
又
は
重
度

化
防
止
、
及
び
介
護
給
付
適
正
化
に
向
け

て
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
専
門
多
職
種
と
の
連
携
推
進

　

当
市
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
専
門
多
職

種
の
連
携
を
深
め
る
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
自
立
支
援
及
び
Q
O
L

「三淵邸・甘柑荘」
　板橋地区に所在する歴史的建造物で、初代最高裁判所長官・三淵
忠彦が昭和初期に建て、晩年を過ごした場所です。NHK連続テレ
ビ小説『虎に翼』ヒロインのモデルとなった三淵嘉子は、忠彦の長
男・乾太郎と結婚した後、この邸宅を別荘として愛用していました。
現在、ドラマ放映を契機として、期間限定で定期公開を行っています。
　建物は、茶室を備えた数寄屋建築で、忠彦の意向で玄関と床の間
を排するなど、簡単で清楚に作られています。

保険者

自　慢

Ⓒ三淵邸・甘柑荘保存会

自立支援ケア会議 家庭血圧測定
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の
向
上
に
資
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

主
眼
を
置
き
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
医

師
や
看
護
師
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る

「
自
立
支
援
ケ
ア
会
議
」
の
ほ
か
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
を
対
象
と
し
て
、
疾
患
別
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
及
び
技
術
の
向
上
を

図
る
「
疾
患
別
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」

等
の
事
業
を
実
施
し
、
専
門
多
職
種
が
連

携
し
て
高
齢
者
の
在
宅
医
療
と
介
護
が
一

体
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
専
門
多

職
種
の
合
同
研
修
で
あ
る
「
多
職
種
共
同

研
修
」
に
お
い
て
は
、
足
柄
下
郡
3
町
と

当
市
が
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
で
、
専
門

多
職
種
に
加
え
自
治
体
間
の
連
携
も
図
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
認
知
症
の
普
及
啓

発
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
認
知
症
を

に
ん
ち
し
よ
う
会
」
の
開
催
に
つ
い
て
も
、

専
門
多
職
種
の
参
画
は
も
と
よ
り
、
行
政

が
活
動
の
企
画
運
営
に
関
わ
る
事
務
局
を

担
っ
て
お
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
深
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
介
護
予
防
事
業
の
取
組

①
65
歳
か
ら
の
筋
ト
レ
教
室

　

加
齢
に
伴
う
運
動
器
の
機
能
低
下
の
予

防
や
改
善
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
自
立

し
た
生
活
を
維
持
・
実
現
で
き
る
よ
う
に

す
る
教
室
で
す
。
市
内
2
か
所
の
公
共
施

設
を
会
場
に
、3
か
月
を
単
位
と
し
た
ク
ー

ル
で
年
間
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

で
マ
シ
ン
教
室
と
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
教
室
で
は
、
正
し
い
運

動
方
法
の
指
導
の
ほ
か
、膝
痛
・
腰
痛
予
防
、

転
倒
予
防
な
ど
、
個
別
具
体
的
な
目
的
を

設
定
し
た
運
動
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

8
月
か
ら
11
月
の
期
間
に
は
、
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
、
プ
ー
ル

教
室
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

②
高
齢
者
体
操
教
室

　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
リ
ズ
ム
体
操
を
中

心
に
参
加
者
に
合
わ
せ
た
運
動
を
行
い
、

高
齢
者
の
健
康
維
持
・
増
進
と
仲
間
づ
く

り
を
促
進
す
る
教
室
で
す
。
市
内
4
か
所

の
公
共
施
設
を
会
場
に
、
4
か
月
を
単
位

と
し
た
ク
ー
ル
で
年
間
を
通
じ
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
と
て
も
人
気
の
あ
る
教
室
で
、

多
く
の
高
齢
者
か
ら
参
加
申
し
込
み
が
あ

り
ま
す
の
で
、
令
和
6
年
度
か
ら
参
加
定

員
を
増
員
し
ま
し
た
。

③
脳
ト
レ
！
脳
と
体
の
生
き
活
き
教
室

　

脳
の
活
性
化
を
促
す
ゲ
ー
ム
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
内
容
と
し
た
教
室
で
す
。
市
内
7

か
所
の
公
共
施
設
を
会
場
と
し
て
、
各
会

場
の
開
催
時
期
を
ず
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

12
回
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実

施
と
し
て
、
市
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た

65
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
動
脈
硬
化
に
な

り
う
る
リ
ス
ク
の
高
い
方
に
個
別
通
知
を

行
い
、
教
室
へ
の
参
加
を
案
内
し
て
い
ま

す
。
教
室
の
3
回
目
と
11
回
目
に
は
、
市

保
健
師
や
栄
養
士
等
専
門
職
に
よ
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●小田原市ホームページアドレス
　https://www.city.odawara.kanagawa.jp/
●（国�保）福祉保健部保険課
　TEL： 0465-33-1845（国民健康保険係）
　FAX： 0465-33-1829
●（介�護）福祉健康部高齢介護課
　TEL： 0465-33-1864（地域包括支援係）
 0465-33-1827（介護給付係）
　FAX： 0465-33-1838
●（一般介護予防事業）福祉健康部健康づくり課
　TEL： 0465-47-4721（介護予防推進係）
　FAX： 0465-47-0831

国保・介護
の
連絡先

脳トレ教室 認知症をにんちしよう会 自立支援ケア会議
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海
老
名
市
は
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
東
京
か
ら 

40
㎞
、
横
浜
か
ら 

20
㎞
の
圏
内
に
あ
り
、
南
北
に
長
い
地
形

の
中
央
に
は
、
相
模
丘
陵
の
西
崖
が
縦
断

し
、
西
部
の
平
地
と
東
部
の
丘
陵
地
帯
に

大
き
く
二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
圏
央
道
や

新
東
名
高
速
な
ど
広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
が
進
展
し
、
小
田
急
電
鉄
や
相

模
鉄
道
、
J
R
相
模
線
の
駅
に
よ
り
、

海
老
名
市
全
域
の
交
通
に
関
す
る
利
便
性

や
速
達
性
の
向
上
が
、
地
域
内
外
の
人
々

が
集
う
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
と
な
っ
て

い
ま
す
。
海
老
名
駅
周
辺
は
宅
地
や
商
業

開
発
が
進
み
、
街
並
み
は
著
し
い
変
貌
を

見
せ
て
い
ま
す
。
一
方
で
史
跡
相
模
国
分

寺
跡
を
は
じ
め
歴
史
の
ま
ち
と
し
て
の
一

面
や
温
暖
な
気
候
と
肥
沃
な
土
地
に
恵
ま

れ
た
水
田
な
ど
、
都
市
的
環
境
と
自
然
環

境
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
備
え
た
活
力
と
安
ら

ぎ
の
あ
る
ま
ち
で
す
。
緑
の
豊
か
さ
を
感

じ
ら
れ
る
景
観
や
、
空
の
広
さ
・
相
模
川

の
雄
大
な
流
れ
を
楽
し
め
る
景
観
と
丹
沢

大
山
や
富
士
山
が
一
体
と
な
っ
た
眺
望
を

楽
し
め
ま
す
。

　
人
口
は
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
で

1
4
0
，
5
0
4
人
、
高
齢
化
率
は
24
・

6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「みんなが笑顔
住みやすいまち　えびな」
の実現に向けて

「海老名市」健康推進課
保健師　木内　順子
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市
の
健
診
結
果
か
ら
見
た
健

康
づ
く
り

　
若
い
世
代
の
健
康
診
断
結
果
か
ら
、
生

活
習
慣
病
の
有
所
見
者
数
を
見
る
と
、
男

女
と
も
脂
質
が
最
も
高
く
、
次
い
で
血
糖

と
女
性
の
貧
血
と
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
K
D
B
）

か
ら
特
定
健
診
の
有
所
見
者
率
を
見
る
と
、

脂
質
、
血
糖
と
血
圧
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
所
見
が
悪
化
す
る
と
心
疾

患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
発
症
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
は
、
早
期
か
ら
の
予
防
的
介
入
が

必
要
で
あ
り
、
特
定
健
診
対
象
と
な
る
前

の
若
い
世
代
か
ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
の

意
識
付
け
・
対
策
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
健
康
づ
く
り
に
か
か
る

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
各
種
団
体
と

連
携
し
て
海
老
名
駅
自
由
通
路
間
の
商
業

施
設
の
一
角
に
健
康
増
進
の
拠
点
「
び
な

ウ
ェ
ル
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
「
び

な
ウ
ェ
ル
」
は
、
駅
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
よ
い
場
所
で
、

若
い
世
代
か
ら
年
配
の
方
々

ま
で
幅
広
い
世
代
を
対
象
に

栄
養
、
服
薬
、
運
動
な
ど
各

種
相
談
や
教
室
を
開
催
し
包

括
的
な
健
康
づ
く
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
若
い

世
代
の
健
診
の
事
後
フ
ォ

ロ
ー
、
有
所
見
率
の
高
か
っ

た
病
態
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
教
室
の
開
催
、
地
域
の

育
児
サ
ロ
ン
等
に
出
張
し
て

の
骨
密
度
測
定
や
相
談
な

ど
、
市
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
に
工

夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

国
保
か
ら
後
期
へ
切
れ
目
の

な
い
支
援

　
後
期
高
齢
者
健
診
で
も
、
血
圧
、
脂
質
、

腎
機
能
が
受
診
勧
奨
基
準
値
以
上
の
割
合

が
高
い
こ
と
か
ら
、
腎
症
重
症
化
予
防
に

重
点
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
低
栄
養

防
止
、
健
康
状
態
不
明
者
対
策
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
主
な
取
り
組
み
と
し
て
庁
内

で
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・

進
捗
状
況
シ
ー
ト
を
作
成
・
運
用
し
事
業

の
見
え
る
化
と
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
腎
症
重
症
化
予
防
で
は
、
国
保
か
ら

後
期
へ
の
切
り
替
え
の
時

期
、
75
歳
到
達
者
に
介
入
す

る
こ
と
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
高

齢
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、
通
い
の
場
な
ど
へ
管
理

栄
養
士
な
ど
が
出
向
き
、
低

栄
養
や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

し
な
が
ら
予
防
を
啓
発
す
る

「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
し
て
お
り
、
通
い
の

場
（
と
も
の
輪
）
や
出
前
講

座
な
ど
で
フ
レ
イ
ル
予
防
の

呼
び
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
高
齢
者
へ
の
質
問
票
や
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
等
に
よ
り
健
康
状
態
の
把
握
に

努
め
ハ
イ
リ
ス
ク
な
方
に
対
す
る
個
別
支

援
や
必
要
な
支
援
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
K
D
B
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
毎
の
特
徴

分
析
や
地
域
の
情
報
を
も
と
に
効
果
的
な

保
健
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
多
様
な
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
て
元
気
で
長
生
き
を
実
現
し
、
市
民

が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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は
じ
め
に

1
　

令
和
5
年
度
の
定
期
指
導
を
、
令
和
5

年
6
月
14
日
付
け
医
保
第
1
1
9
6
号

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長
通

知
「
国
民
健
康
保
険
に
係
る
事
務
運
営
等

及
び
定
期
指
導
等
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、

令
和
5
年
10
月
か
ら
令
和
6
年
1
月
の
期

間
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

定
期
指
導
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
令
和

6
年
3
月
28
日
付
け
医
保
第
1
9
0
8

号
神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長

通
知
に
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、
そ
の
概

要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
5
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の

定
期
指
導
の
実
施
に
あ
た
り
、
実
地
指
導

及
び
書
面
検
査
と
な
っ
た
保
険
者
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
会
場
の
確
保
や
資
料
の
準

備
並
び
に
検
査
項
目
に
関
す
る
事
業
実
施

状
況
等
の
資
料
作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

定
期
指
導
の
結
果
概
要

2
（
1
）
健
全
財
政
の
確
保
に
つ
い
て

　

国
保
財
政
に
係
る
定
期
指
導
に
つ
い
て

は
、
令
和
4
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
会
計
の
収
支
状
況
、
令
和
5
年
度
予
算

執
行
状
況
、
保
険
料
（
税
）
率
決
定
、
保

険
者
に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
、
支
払
準

備
基
金
等
の
造
成
状
況
、
令
和
6
年
度
に

向
け
た
予
算
編
成
状
況
に
つ
い
て
検
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

決
算
補
填
等
目
的
の
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
は
、「
赤
字
削
減
・

解
消
計
画
」
に
基
づ
き
着
実
に
削
減
が
進

め
ら
れ
て
い
る
市
町
が
あ
る
一
方
、
令
和

4
年
度
決
算
に
お
い
て
前
年
度
決
算
に
比

べ
増
加
、
ま
た
は
「
赤
字
削
減
・
解
消
計

画
」
に
よ
る
削
減
目
標
に
達
し
て
い
な
い

市
町
も
あ
り
、
そ
う
し
た
7
市
町
を
文
書

で
の
指
導
対
象
と
し
ま
し
た
。
保
険
者
努

力
支
援
制
度
の
評
価
指
標
で
は
、
都
道
府

県
分
も
含
め
、
決
算
補
填
等
目
的
の
法
定

外
繰
入
に
対
す
る
評
価
が
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
交
付
金
獲
得
の
視
点
か
ら
も
被
保

険
者
負
担
の
急
激
な
増
加
を
考
慮
し
な
が

ら
、
計
画
に
沿
っ
て
赤
字
削
減
解
消
を
着

実
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
町
村
に
お
け
る
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
、
令
和
4
年
度
末
の
基
金
残
高
が

前
年
度
保
険
料
（
税
）
調
定
額
（
現
年
度

分
）
の
5
％
未
満
で
あ
っ
た
6
市
町
を
、

文
書
で
の
指
導
対
象
と
し
ま
し
た
。
財
政

調
整
基
金
の
役
割
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き

基
金
造
成
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

市
町
村
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、
県
が
示

す
国
保
事
業
費
納
付
金
等
を
踏
ま
え
、
保

険
料
（
税
）
収
納
必
要
額
を
算
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
5
年
度
は
一

部
の
市
町
村
に
お
い
て
社
会
保
険
適
用
拡

大
の
影
響
が
想
定
以
上
に
大
き
か
っ
た
こ

と
等
に
よ
り
、
歳
入
欠
陥
が
生
じ
か
ね
な

い
事
例
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
保
険
料
（
税
）

率
は
、
県
の
示
す
標
準
保
険
料
（
税
）
率

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
被
保
険
者
の
所
得

や
被
保
険
者
数
の
状
況
、
収
納
率
実
績
等

を
踏
ま
え
、
保
険
料
（
税
）
収
納
必
要
額

を
算
出
す
る
と
と
も
に
、
保
険
給
付
費
等

に
つ
い
て
も
国
保
事
業
費
納
付
金
の
算
定

基
礎
と
な
っ
た
保
険
給
付
費
を
も
と
に
適

正
に
見
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
る
定
期
指
導
の

結
果
に
つ
い
て

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
医
療
保
険
課
保
険
者
指
導
グ
ル
ー
プ
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（
2
）�

保
険
料
（
税
）
の
収
納
率
向
上
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　

市
町
村
の
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上

に
つ
い
て
は
、
運
営
方
針
に
お
い
て
規
模

別
目
標
収
納
率
を
定
め
、「
国
民
健
康
保

険
に
係
る
事
務
運
営
等
及
び
定
期
指
導
等

に
つ
い
て
」
の
通
知
で
も
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
事
項
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
4
年
度
実
績
収
納
率
（
現
年
度
分
）

が
、
国
保
運
営
方
針
で
目
標
と
し
て
い
る

平
成
30
年
度
の
規
模
別
収
納
率
の
上
位
3

割
水
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
市
町
村
別
収

納
率
で
下
位
3
位
の
3
市
を
文
書
で
の
指

導
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

口
座
振
替
世
帯
割
合
の
向
上
や
コ
ン
ビ

ニ
収
納
、
ペ
イ
ジ
ー
導
入
な
ど
、
納
付
環

境
の
整
備
に
加
え
て
、
未
納
者
に
対
す
る

早
期
勧
奨
、
財
産
調
査
を
は
じ
め
様
々
な

滞
納
整
理
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的

な
も
の
と
す
る
た
め
、
収
納
率
向
上
対
策

を
見
直
す
と
と
も
に
、
徴
収
経
験
者
や
収

納
専
任
者
の
配
置
、
滞
納
整
理
に
取
り
組

む
職
員
の
育
成
、
意
欲
の
維
持
・
向
上
等

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

　（
3
）�

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て

　

診
療
報
酬
明
細
書
（
以
下
「
レ
セ
プ
ト
」

と
い
う
。）
点
検
事
務
に
つ
い
て
、
内
容
点

検
の
財
政
効
果
率
が
2
年
連
続
し
て
市
町

村
平
均
の
4
分
の
3
に
達
し
て
い
な
い
6

市
町
を
文
書
で
の
指
導
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
に
、
点
検
内
容
や
点
検
事
務
の
進
捗

状
況
の
把
握
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

医
療
事
務
経
験
者
の
配
置
や
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
の
活
用
に
よ
る
事
務
処
理

体
制
の
整
備
な
ど
、
点
検
事
務
の
充
実
強

化
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　（
4
）�
保
健
事
業
の
充
実
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て

　

令
和
5
年
度
も
、
県
内
全
体
の
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
の
底
上
げ
を

図
る
観
点
か
ら
、
令
和
4
年
度
の
特
定
健

診
受
診
率
が
市
町
村
平
均
未
満
の
5
市
町

と
国
保
組
合
平
均
未
満
の
3
国
保
組
合
、

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
が
市
町

村
平
均
未
満
の
8
市
町
と
国
保
組
合
平
均

未
満
の
3
国
保
組
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
文
書

で
の
指
導
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

保
険
者
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
特
定

健
診
・
保
険
指
導
の
実
施
率
向
上
や
糖
尿

病
性
腎
症
重
症
化
予
防
な
ど
保
健
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
令
和
6
年
度
以
降
も
、
保
険
者

努
力
支
援
制
度
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
実
施
率
水
準
の
高
い
保
険
者
が
実
施

し
て
い
る
対
策
の
横
展
開
や
、
健
康
・
医

療
情
報
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
活
用
、
医

師
会
や
商
工
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

な
ど
、
効
率
的
・
効
果
的
な
保
健
事
業
の

実
施
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　（
5
）�

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
つ
い
て

は
、
令
和
5
年
度
事
業
計
画
、
第
四
次
中

期
経
営
計
画
等
を
も
と
に
、
事
務
処
理
体

制
、
財
政
運
営
、
審
査
支
払
事
務
、
国
民

健
康
保
険
事
業
支
援
業
務
（
保
健
事
業
を

除
く
）、
国
民
健
康
保
険
事
業
支
援
業
務

（
保
健
事
業
）、
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
支

援
、
介
護
保
険
事
業
支
援
の
7
分
野
に
お

い
て
実
地
指
導
を
実
施
し
、
5
分
野
を
文

書
に
よ
る
指
導
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

診
療
報
酬
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て
充

実
強
化
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
保

運
営
方
針
の
目
標
設
定
や
保
険
者
努
力
支

援
制
度
の
評
価
指
標
、
国
保
組
合
特
別
調

整
補
助
金
に
お
け
る
保
険
者
機
能
強
化
・

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
評
価
指
標
を
踏
ま
え

保
険
者
が
実
施
す
る
保
険
者
機
能
の
発
揮

に
向
け
た
取
組
み
を
、
積
極
的
か
つ
多
面

的
に
支
援
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
し
た
。

最
後
に

3
　　

令
和
5
年
5
月
8
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
2
類
か

ら
5
類
に
変
更
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
感
染

拡
大
防
止
対
策
等
に
よ
り
制
約
を
受
け
て

い
た
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
や

医
療
費
適
正
化
対
策
、
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
実
施
率
向
上
な
ど
の
保
険
者

機
能
の
発
揮
に
つ
い
て
、
今
後
、
一
層
の

充
実
強
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
以
降
は
、

市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

り
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の

確
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
根
幹
で
あ
る
国
保

制
度
を
持
続
的
安
定
的
に
運
営
す
る
に
は
、

財
政
基
盤
の
確
立
が
最
も
重
要
で
す
。
各

市
町
村
、
各
国
保
組
合
、
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付
金
（
国

保
組
合
で
は
保
険
者
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
・

保
険
者
機
能
強
化
に
関
す
る
特
別
調
整
補

助
金
）
な
ど
の
交
付
金
獲
得
と
、
保
険
料

（
税
）
収
入
の
確
保
、医
療
費
適
正
化
な
ど
、

保
険
者
機
能
の
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
取
組

　

厚
生
労
働
事
務
次
官
就
任
後
、
年
金

記
録
問
題
、
C
型
肝
炎
訴
訟
な
ど
の

対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
矢

崎
剛
会
計
課
長
が
「
庁
舎
整
備
の
予
算

が
少
し
余
る
。
活
用
を
相
談
し
た
い
」

と
や
っ
て
き
た
。「
5
つ
ほ
ど
提
案
し

て
く
れ
」
と
指
示
し
た
ら
、
そ
の
一
つ

に
「
講
堂
に
ラ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
く
」

と
い
う
案
が
あ
っ
た
。
私
は
総
理
官
邸

勤
務
の
と
き
に
、
新
官
邸
の
地
下
室
に

強
化
さ
れ
た
危
機
管
理
室
を
見
て
い
る
。

大
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
と
き
に
厚

労
省
に
も
別
格
の
危
機
管
理
体
制
が
必

要
に
な
る
と
考
え
、
ラ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を

採
用
し
た
。
有
事
の
際
に
講
堂
で
1

0
0
人
超
体
制
で
の
対
応
が
可
能
に

な
る
。

2
0
0
9
年
4
月
下
旬
、
W
H
O
か

ら
「
メ
キ
シ
コ
で
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ヒ
ト
↓
ヒ
ト
感
染
が
起
こ
り
、
致
死

率
が
高
い
」
等
の
情
報
が
入
っ
て
き
た
。

厚
労
省
の
会
議
室
に
対
策
本
部
を
設
置

し
、
ま
ず
は
都
道
府
県
へ
の
情
報
提
供

等
対
応
に
当
た
っ
た
。

4
月
28
日
に
W
H
O
が
フ
ェ
ー
ズ

4
宣
言
、
30
日
に
は
フ
ェ
ー
ズ
5
と
引

き
上
げ
ら
れ
、
政
府
も
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
を
挙

げ
て
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
5
月

9
日
に
検
疫
で
感
染
者
が
見
つ
か
り
、

16
日
に
は
兵
庫
県
で
高
校
生
の
集
団
感

染
が
起
き
た
。
渡
航
歴
の
な
い
人
の
感

染
で
あ
り
、
国
内
感
染
が
進
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。

　

対
策
本
部
を
講
堂
に
移
し
、
1
0
0

人
超
の
体
制
を
組
ん
だ
。
実
態
把
握
と

医
療
の
確
保
を
中
心
に
全
都
道
府
県
と

の
連
絡
体
制
を
つ
く
り
、
で
き
る
だ
け

頻
度
の
高
い
マ
ス
コ
ミ
対
応
、
官
邸
と

の
連
絡
体
制
、
専
門
家
会
議
と
の
連
携

な
ど
、
分
担
し
て
対
応
に
当
た
っ
た
。

感
染
都
道
府
県
が
毎
日
の
よ
う
に
増
え
、

国
会
対
応
も
あ
り
、
緊
張
感
の
高
い
期

間
が
続
い
た
。
広
報
・
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
特
に
留
意
し
、
舛

添
厚
生
労
働
大
臣
が
記
者
会
見
で
発
表

し
、
事
務
局
も
定
例
的
に
広
報
対
応
し

た
。

　

一
方
で
、
タ
ミ
フ
ル
と
い
う
薬
が
効

く
と
か
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
様
に
夏
場
は
感
染
力
が
弱
り
そ
う
だ

と
か
、
さ
ら
に
は
当
初
の
メ
キ
シ
コ
か

ら
の
情
報
が
不
正
確
で
致
死
率
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
と
か
、
あ
り
が
た
い
情

報
も
入
っ
て
き
た
。

　

そ
の
夏
、
少
し
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
対
応

公
益
財
団
法
人
医
療
科
学
研
究
所
相
談
役
　
江
利
川
　
毅
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で
私
は
退
官
し
た
が
、
秋
に
再
度
感
染

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、そ
の
後
下
火
に
な
っ

て
い
っ
た
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
死
亡
率
は
他
国
に
比
較
し
て
相
当

低
く
、国
民
の
協
力
と
医
療
現
場
の
方
々

の
努
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
」
を
振
り
返
っ
て

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
2
0
1
2
年

に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
度
の

C
O
V
I
D
-
19
に
対
し
こ
の
特
別

措
置
法
が
適
用
さ
れ
、
あ
の
講
堂
が
厚

労
省
の
対
策
本
部
と
な
っ
た
。
流
行
当

初
は
、
検
査
方
法
の
開
発
・
承
認
・
供

給
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
次
い
で
、

ワ
ク
チ
ン
・
医
薬
品
の
開
発
が
強
く
求

め
ら
れ
た
。
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の

機
能
の
発
揮
、
医
療
機
関
の
協
力
、
流

行
制
御
の
た
め
の
感
染
症
数
理
モ
デ
ル

に
よ
る
予
測
、
マ
ス
コ
ミ
の
協
力
、
国

民
の
的
確
な
対
応
等
、
総
合
的
に
は
的

確
に
対
応
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
新
し

い
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
治
療
薬
の
登
場

に
よ
っ
て
、
長
い
戦
い
も
下
火
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　

私
が
理
事
長
を
務
め
る
医
療
科
学
研

究
所
は
、
こ
れ
ま
で
三
度
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
①
2
0
2
0
年

9
月
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
︱
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
秋
冬
に
備
え
る

︱
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
座
長
:
尾
身

茂
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

分
科
会
長
。
感
染
初
期
段
階
に
お
け
る
、

国
、
自
治
体
、
医
師
、
研
究
者
、
製
薬

企
業
の
取
組
）。
②
機
関
誌
「
医
療
と

社
会
」（
2
0
2
2
年
4
月
発
行
）
の

特
集「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
:

対
策
の
課
題
と
今
後
の
展
望
」（
責
任

編
者
:
岡
部
信
彦
川
崎
市
健
康
安
全
研

究
所
所
長
、
武
藤
香
織
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
教
授
。
国
、自
治
体
、医
師
・

研
究
者
、
数
理
モ
デ
ル
研
究
者
、
マ
ス

コ
ミ
等
8
人
の
論
文
）。
③
自
主
研
究

「
健
康
危
機
管
理
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
:
C
O
V
I
D
-
19
か
ら
の
教
訓
」

（
城
山
英
明
東
京
大
学
教
授
を
中
心
と

す
る
チ
ー
ム
。
国
や
自
治
体
の
担
当
者

か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
基
に
実
証
的
な

研
究
報
告
と
政
策
提
言
）
と
い
う
研
究

レ
ポ
ー
ト
（
2
0
2
4
年
3
月
）。
い

ず
れ
も
当
研
究
所
の
H
P
か
ら
閲
覧

で
き
る
。
多
く
の
関
係
の
方
々
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

■学　歴
1970年 4 月　東京大学法学部卒業
■職　歴
1970年 4 月　厚生省入省
1982年 4 月　厚生省大臣官房総務課長補佐
1985年 8 月　内閣官房内閣参事官
1988年 6 月　厚生省年金局資金運用課長
1990年 6 月　厚生省年金局年金課長
1991年 7 月　厚生省薬務局経済課長
1993年 6 月　厚生省保険局企画課長
1994年 9 月　厚生省大臣官房政策課長
1996年 7 月　厚生省大臣官房審議官（年金担当）
1996年12月　厚生省大臣官房審議官（老人保健福祉担当）
　　　　　　 高齢者介護対策本部事務局長
1998年 1 月　内閣官房首席内閣参事官
2001年 1 月　内閣府大臣官房長
2004年 7 月　内閣府事務次官（2006年 7 月退官）
2007年 4 月　日興フィナンシャル・インテリジェンス顧問（ 7 月、理事長）
2007年 8 月　厚生労働事務次官（2009年 7 月退官）
2009年10月　埼玉医科大学特任教授
2009年11月　人事院総裁（2012年 4 月任期満了退官）
2012年 5 月　公益財団法人　医療科学研究所　理事長（2024年 5 月退任）
2013年 4 月　埼玉医科大学特任教授（現職）
2014年 4 月　公立大学法人埼玉県立大学理事長（2018年 3 月任期満了退任）

江利川 毅　えりかわ たけし

■プロフィール
出身地　埼玉県
・公益財団法人医療科学研究所
　相談役
・元内閣府事務次官
・元厚生労働事務次官
・元人事院総裁
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
共
通
の
要
因
と
し
て
、

高
血
糖
・
脂
質
異
常
・
高
血
圧
を
呈
す
る

病
態
で
、
診
断
基
準
の
ひ
と
つ
に
ウ
エ
ス

ト
周
囲
径
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
予
防
に
は

食
事
・
食
生
活
が
重
要
で
す
。
食
行
動
と

行
動
変
容
の
準
備
状
態
・
食
事
内
容
の
現

状
を
認
識
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た
活
動

と
、
や
る
気
が
継
続
で
き
る
し
か
け
を
自

分
な
り
に
工
夫
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

皮
下
脂
肪
は
定
期
貯
金
︑
内
臓
脂
肪
は

出
し
入
れ
簡
単
な
普
通
貯
金

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
の
疾
患
概
念
と
診
断
基
準

は
日
本
内
科
学
会
等
内
科
系
の
8
つ
の
学

会
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
共
通
の
要

因
と
し
て
、
高
血
糖
・
脂
質
異
常
・
高
血

圧
を
呈
す
る
病
態
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
重
複

し
た
場
合
に
は
虚
血
性
心
疾
患
・
脳
血
管

疾
患
な
ど
の
発
症
危
険
度
が
高
く
、
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
で
、
こ
の
危
険
度
が

低
く
な
る
と
い
う
考
え
方
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
診
断
基
準
を
「
ウ
エ
ス
ト

周
囲
径
男
性
85
cm
以
上
女
性
90
cm
以
上

（
内
臓
脂
肪
面
積
:
男
女
と
も
1
0
0
cm

2
以
上
相
当
）」
で
「
1
.血
圧
の
収
縮
期

1
3
0
mm
Hg
以
上
か
つ
拡
張
期
85
mm
Hg
」

「
2
.空
腹
時
血
糖
値
1
1
0
mg
／
dl
以

上
」「
３
.中
性
脂
肪
1
5
0
mg
／
dl
以

上
か
つ
／
ま
た
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
40
mg
／
dl
未
満
」
の
１
.か
ら
３
.の
う

ち
2
つ
以
上
該
当
す
る
場
合
と
し
て
い
ま

す
。

　

で
は
内
臓
脂
肪
と
皮
下
脂
肪
の
違
い
は

何
で
し
ょ
う
？

　

皮
下
脂
肪
は
過
剰
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ゆ
っ

く
り
と
脂
肪
と
し
て
蓄
積
し
て
い
き
ま
す

が
、
内
臓
脂
肪
は
速
や
か
に
反
応
し
ま
す
。

逆
に
空
腹
時
や
運
動
に
対
し
て
も
ゆ
っ
く

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
す
皮
下
脂
肪
に
対
し

て
内
臓
脂
肪
は
す
ぐ
燃
え
ま
す
。
皮
下
脂

肪
は
定
期
貯
金
、
内
臓
脂
肪
は
出
し
入
れ

簡
単
な
普
通
貯
金
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

食
生
活
の
問
題
点
と
食
行
動
を
変
え
る

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
る

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
食
事
・
食
生
活

が
重
要
で
す
。

　

で
は
内
臓
脂
肪
や
体
重
を
適
切
に
維
持

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
す
る
食
事
・
食
生
活

女
子
栄
養
大
学
　
名
誉
教
授
　
　
田
中
　
久
子
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す
る
た
め
に
影
響
す
る
要
素
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
1
つ
は
遺
伝
・
体
質
・
年
齢
な

ど
の
生
理
的
要
因
、
2
つ
め
は
食
べ
方
や

動
き
方
・
考
え
方
な
ど
の
行
動
的
要
因
、

3
つ
め
は
都
市
化
・
機
械
化
・
食
品
の
ア

ク
セ
ス
や
、
価
値
観
・
美
意
識
な
ど
環
境

的
要
因
で
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
こ
こ
で
は

行
動
的
要
因
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
何
の
た
め
に
望
ま
し
い
食
事
や
食

生
活
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
最
終
的
な
到
達
点
（
目
的
）
や
そ
こ

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
到
達
点
（
目
標
）

の
確
認
を
し
ま
す
（
ゴ
ー
ル
設
定
）。
そ

し
て
こ
れ
ら
を
記
録
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

次
に
自
分
の
食
事
や
食
習
慣
を
身
体
の

状
況
や
健
診
結
果
と
の
関
連
で
振
り
返
っ

て
み
ま
す
（
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）。
食
生
活

の
問
題
の
認
識
は
あ
る
か
、
行
動
変
容
す

る
気
は
あ
る
か（
行
動
変
容
の
準
備
状
態
）、

今
の
身
体
の
状
況
を
引
き
起
こ
し
て
い
る

要
因
に
な
る
食
行
動
や
食
事
か
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。「
満
足
す
る
ま
で

食
べ
る
・
残
り
も
の
を
つ
い
食
べ
て
し
ま

う
」「
野
菜
が
嫌
い
」「
間
食
が
多
い
」「
午

後
9
時
以
降
に
食
べ
る
こ
と
が
多
い
」「
早

食
い
・
な
が
ら
食
い
が
多
い
」
な
ど
の
食

行
動
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
結
果
ど
ん
な
食
事

内
容
か
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
中
で
変
え
ら
れ
そ
う
な
食
行
動
は

何
か
（
行
動
目
標
の
設
定
）、
そ
の
行
動

を
変
え
る
こ
と
で
ど
の
く
ら
い
身
体
状
況

の
改
善
や
自
分
や
家
族
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
考
え
ま
す
。
中
に
は

改
善
す
る
意
欲
は
あ
っ
て
も
正
確
な
情
報

の
欠
如
に
よ
り
、
望
ま
し
い
食
行
動
に
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
設
定
︑
現
状
把
握
︑
改
善
の

道
の
り
の
認
識
を

　

食
事
を
捉
え
る
視
点
に
は
「
栄
養
素
」

「
食
材
料
・
食
品
」「
料
理
・
料
理
群
」
が

あ
り
ま
す
。
疾
病
の
あ
る
人
は
栄
養
素
が
、

日
ご
ろ
調
理
し
て
い
る
人
は
食
材
料
が
、

ま
た
食
べ
る
だ
け
の
人
に
は
料
理
で
学
習

す
る
と
い
う
よ
う
に
、
学
習
者
に
と
っ
て

ど
こ
か
ら
入
る
こ
と
が
重
要
か
、
ま
た
理

解
し
や
す
い
か
で
判
断
し
ま
す
。
栄
養
素

は
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
理
解

は
難
し
い
で
す
が
、
動
機
付
け
に
な
る
人

も
い
ま
す
。ま
た
食
材
料
は
6
群
・
4
群
・

3
群
等
の
分
類
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
分

類
が
適
し
て
い
る
か
は
人
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。料
理
は
料
理
群（
主
食
・
主
菜
・

副
菜
）
や
各
料
理
で
表
し
ま
す
が
、
特
に

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
重
点
層
を
30
~

60
歳
代
の
男
性
肥
満
者
・
単
身
者
・
子
育

て
を
担
う
世
代
に
し
て
い
ま
す
。

　

や
る
気
が
で
る
ゴ
ー
ル
設
定
と
、
現
状

の
把
握
（
自
分
は
ど
ん
な
タ
イ
プ
か
、
ま

た
改
善
し
よ
う
と
思
っ
た
時
あ
き
ら
め
そ

う
に
な
っ
た
時
に
励
ま
し
、
継
続
を
支
援

し
て
く
れ
る
人
（
家
族
・
友
人
・
専
門
家
）

が
い
る
か
等
）
と
改
善
の
道
の
り
を
認
識

す
る
こ
と
が
成
功
へ
の
第
一
歩
で
す
。

ｅ-

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト

https://w
w
w
.e-healthnet.m

hlw
.go.jp/

inform
ation/food/e-02-005.htm

l

厚
生
労
働
省
（
2
0
2
1
）
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国保連発信

《2月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,693,930

診
療
費

入　院 26,837 384,377 17,486,088,980 651,566 10,323 1.58
入院外 1,201,717 1,734,902 19,115,072,730 15,906 11,284 70.94
歯　科 288,189 453,676 3,818,068,190 13,248 2,254 17.01

小　　　計 1,516,743 2,572,955 40,419,229,900 26,649 23,861 89.54
調　　　剤 905,926 1,035,680 10,630,031,560 11,734 6,275
訪 問 看 護 9,818 69,412 837,808,330 85,334 495
食事療養費 25,419 997,025 660,279,778 25,976 390
合　　　計 2,432,487 2,642,367 52,547,349,568 21,602 31,021

《3月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,684,062

診
療
費

入　院 27,646 415,271 18,622,470,990 673,605 11,058 1.64
入院外 1,255,393 1,843,719 19,810,670,610 15,780 11,764 74.55
歯　科 308,060 494,393 4,170,075,930 13,537 2,476 18.29

小　　　計 1,591,099 2,753,383 42,603,217,530 26,776 25,298 94.48
調　　　剤 946,699 1,095,208 11,332,364,070 11,970 6,729
訪 問 看 護 9,908 72,701 879,398,355 88,756 522
食事療養費 26,255 1,080,414 715,577,255 27,255 425
合　　　計 2,547,706 2,826,084 55,530,557,210 21,796 32,974

《4月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,680,768

診
療
費

入　院 27,436 399,300 17,878,282,990 651,636 10,637 1.63
入院外 1,231,997 1,848,470 19,907,153,900 16,158 11,844 73.30
歯　科 308,884 503,464 4,209,728,690 13,629 2,505 18.38

小　　　計 1,568,317 2,751,234 41,995,165,580 26,777 24,986 93.31
調　　　剤 924,740 1,081,405 10,757,868,940 11,633 6,401
訪 問 看 護 9,895 74,049 896,687,380 90,620 533
食事療養費 26,012 1,034,874 685,650,356 26,359 408
合　　　計 2,502,952 2,825,283 54,335,372,256 21,709 32,328

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

【保険者別1人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1 人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。

【保険者別受診率（一般＋退職）】　※ 受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数
を当該月末の被保険者数で除したものである。

1 人当たり費用額（円）
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国保連発信

（令和6年2月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 418,120 19,262,602,231 16,990,387,232 1,775,857,302 496,357,697
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,756 2,066,299,783 1,749,329,976 303,331,610 13,638,197
居 宅 療 養 管 理 指 導 211,121 1,738,647,190 1,528,321,423 161,530,697 48,795,070
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 71,981 10,310,216,045 9,120,257,890 987,997,243 201,960,912
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 25,973 6,121,171,811 5,317,127,509 775,912,359 28,131,943
居 宅 介 護 支 援 237,204 3,280,148,376 3,280,148,376 0 28,957,567
施 設 サ ー ビ ス 57,665 20,794,423,200 17,515,715,798 3,120,589,822 158,117,580
市 町 村 特 別 給 付 61 346,870 312,183 34,687 0
合 　 　 計 1,040,881 63,573,855,506 55,501,600,387 7,125,253,720 975,958,966

《2月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,300,124

診
療
費

入　院 63,670 963,148 41,751,691,550 655,751 32,114 4.90
入院外 1,632,614 2,593,603 28,951,756,560 17,733 22,268 125.57
歯　科 326,820 540,980 4,503,883,930 13,781 3,464 25.14

小　　　計 2,023,104 4,097,731 75,207,332,040 37,174 57,846 155.61
調　　　剤 1,269,102 1,532,776 16,470,498,230 12,978 12,668
訪 問 看 護 10,900 103,269 1,442,952,795 132,381 1,110
食事療養費 59,459 2,317,182 1,574,969,895 26,488 1,211
合　　　計 3,303,106 4,201,000 94,695,752,960 28,669 72,836

《3月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,304,665

診
療
費

入　院 63,999 1,013,519 43,072,468,840 673,018 33,014 4.91
入院外 1,708,359 2,758,745 30,407,915,440 17,799 23,307 130.94
歯　科 346,277 586,393 4,888,937,060 14,119 3,747 26.54

小　　　計 2,118,635 4,358,657 78,369,321,340 36,990 60,069 162.39
調　　　剤 1,328,653 1,616,999 17,310,809,330 13,029 13,268
訪 問 看 護 10,861 106,458 1,498,921,605 138,010 1,149
食事療養費 59,625 2,442,131 1,660,320,331 27,846 1,273
合　　　計 3,458,149 4,465,115 98,839,372,606 28,582 75,758

《4月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,308,985

診
療
費

入　院 62,806 971,877 41,885,114,100 666,897 31,998 4.8
入院外 1,734,493 2,852,173 30,942,936,990 17,840 23,639 132.51
歯　科 349,230 598,178 4,980,750,460 14,262 3,805 26.68

小　　　計 2,146,529 4,422,228 77,808,801,550 36,249 59,442 163.98
調　　　剤 1,351,358 1,667,275 17,104,195,510 12,657 13,067
訪 問 看 護 10,588 106,872 1,500,177,170 141,687 1,146
食事療養費 58,885 2,340,125 1,591,216,661 27,022 1,216
合　　　計 3,508,475 4,529,100 98,004,390,891 27,934 74,871

（令和6年3月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 454,564 19,587,499,770 17,277,260,205 1,802,620,046 507,619,519
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,105 1,967,940,955 1,666,266,958 288,784,010 12,889,987
居 宅 療 養 管 理 指 導 204,798 1,691,558,260 1,486,755,443 156,928,296 47,874,521
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 71,608 10,045,549,089 8,886,075,394 970,184,942 189,288,753
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 26,020 5,740,740,919 4,985,287,192 729,405,475 26,048,252
居 宅 介 護 支 援 236,953 3,270,197,791 3,270,197,791 0 28,487,987
施 設 サ ー ビ ス 57,121 19,365,879,783 16,312,456,887 2,911,232,926 142,189,970
市 町 村 特 別 給 付 64 411,300 370,170 41,130 0
合 　 　 計 1,069,233 61,669,777,867 53,884,670,040 6,859,196,825 954,398,989

（令和6年4月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 440,463 20,274,859,145 17,882,847,444 1,873,809,328 518,202,373
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,899 2,101,354,993 1,778,253,902 311,620,633 11,480,458
居 宅 療 養 管 理 指 導 211,331 1,777,316,710 1,562,235,054 164,898,488 50,183,168
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 72,220 10,552,057,717 9,336,274,794 1,022,788,788 192,994,135
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 26,306 6,173,268,138 5,360,314,049 784,163,966 28,790,123
居 宅 介 護 支 援 239,285 3,317,772,314 3,317,772,314 0 28,647,883
施 設 サ ー ビ ス 57,957 20,854,125,159 17,568,244,157 3,129,574,334 156,306,668
市 町 村 特 別 給 付 61 374,790 337,311 37,479 0
合 　 　 計 1,066,522 65,051,128,966 56,806,279,025 7,286,893,016 986,604,808

介護給付費の状況

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない
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6月

神奈川県在宅保健師会「いちょうの会」総会・研修会

保健事業支援・評価委員会
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国保直診だより

　5月18日（土）大和市文化創造拠点シリウスで、
国保直診関係者など約290名参加のもと、第
71回神奈川県国民健康保険団体連合会診療施
設部会研修会が開催された。
　開催にあたり、大和市立病院長 石川雅彦氏、
主催者である診療施設部会長 川口竹男氏、本
会常務理事 大久保雅一が挨拶し、来賓の大和
市長 古谷田力氏らが祝辞を述べた。研修会では、
大和市立病院診療部長 竹下康代氏、看護部長 
脇坂けい子氏を座長に5診療施設5題の研究発
表が行なわれた。

　シンポジウムでは、メインテーマを『医療機
関における情報セキュリティ対策』として、座
長である大和市立病院長 石川雅彦氏の進行に
より、東京大学大学院医学系研究科教授 小山
博史氏による基調講演「医療機関を標的とした
ランサムウェア攻撃についての注意喚起」が行
われ、続けて5診療施設5名のシンポジストが
それぞれの診療施設における様々な情報セキュ
リティ対策に関する取り組みの事例や課題を発
表した。

第71回 神奈川県国民健康保険団体連合会診療施設部会研修会第71回 神奈川県国民健康保険団体連合会診療施設部会研修会
5月18日（土）　大和市文化創造拠点シリウス

■研究発表 （敬称略）

■シンポジウム （敬称略）

発　表　演　題 演　者
1　AlignRT（体表面監視装置）を用いた左乳房DIBHについて 茅ヶ崎市立病院 佐藤　慎也
2　法令改正に伴う新たな放射線安全管理体制について 平塚市民病院 一丸　恭伸
3　三浦市における市民の健康管理
　　（市内中学生に対するH.ピロリ検査）第2報 三浦市立病院 鈴木　正芳

4　入院前の持参薬調整による業務負担軽減の効果 小田原市立病院 加藤　功也
5　 いのちの教室を通じて見えてきた今後のいのちの教室のあ

り方と意義の一考察 大和市立病院 川床　佳美

テ　ー　マ シンポジスト
1　病院情報システムのバックアップの検討 茅ヶ崎市立病院 野津　伸弘
2　医療情報システムの更新とセキュリティ対策について 平塚市民病院 谷　　友太
3　放射線科におけるサイバーセキュリティの現状と対策 三浦市立病院 齋藤　正樹
4　情報資産保護のための対策と取組 小田原市立病院 米山　幸孝
5　情報セキュリティ対策を出来ることから出来るだけ 大和市立病院 川口　聡司

シンポジウムの様子 大和市立病院長　石川雅彦氏
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22040001 リース セキュリティソフト50ライセンス 〇〇商事 鈴木 2022/4/1 2022/4/30

22040002 売買 ホームページ年間保守 △△物産 田中 2022/4/1 2022/6/30

22040003 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040004 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040005 請負 ＥＣサイト構築 〇△食品 佐藤 2022/4/1 2023/3/31

22040006 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/6/30

22040007 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040008 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040009 リース 業務用ノートパソコン　３０台 □〇高校 佐藤 2022/5/1 2022/6/30

22040010 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040011 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040012 請負 □□ＷＥＢシステム開発業務 □△ソリューション 田中 2022/5/1 2022/7/31↓

Excel形式の
一覧から

該当データを
検索できます

SatuSC
ANペーパ

ーレスか
ら始め

るDX

C r e a t e  a  f u t u r e  w i t h  y o u

https://yokohamadensan.com/
横浜市西区楠町4番地７横浜楠町ビル8階

TEL:045-311-7581
ビジネスソリューション部

E-MAIL:eigyou@yokohamadensan.co.jp

事務所や机を
占領する書類を
電子化

しませんか？
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私
は
趣
味
で
吹
奏
楽
を
や
っ
て
い
ま
す
。
中

学
校
の
部
活
動
で
始
め
て
か
ら
○
○
年
。
大
げ

さ
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
人
生
の
半
分
以
上
は

続
け
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

元
々
は
小
学
校
で
仲
の
良
か
っ
た
友
人
の
付
き

添
い
で
一
緒
に
見
学
に
行
っ
た
だ
け
で
、
ま
さ
か

自
分
が
入
部
す
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
分
自
身
も
家
族
も
予
想
し
な
か
っ
た
選

択
で
す
が
、
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
吹
奏
楽
が
自
分
に
合
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
ま
で
は
部
活
動
で
毎
日
の
よ
う
に
練
習

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
社
会
人
の
吹
奏
楽
団

で
主
に
週
末
の
み
の
練
習
で
す
。
毎
年
夏
に
は

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て
い
ま
す
が
、

中
高
生
と
違
っ
て
、
大
人
は
全
国
大
会
の
開
催

場
所
が
毎
年
変
わ
り
ま
す
。
昨
年
は
宇
都
宮
で

の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
本
番
の
前
後
に
は
餃

子
の
食
べ
比
べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
年
は
札

幌
で
の
全
国
大
会
な
の
で
、
ま
た
何
か
美
味
し

い
も
の
を
楽
し
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
大
会
の
舞
台
に
立
つ
た
め
に

は
、
県
大
会
と
支
部
大
会
を
突
破
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
良
い
演
奏
が
で
き
る

よ
う
に
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
編
集
後
記
を
読

ん
で
い
た
だ
い
た
方
で
、
札
幌
で
お
す
す
め
の

食
べ
物
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
大

会
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
次
回
執
筆
時
の
ネ
タ

に
さ
せ
て
い
た
だ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
。
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今後の予定

7月 4日 運営協議会 神奈川県国保会館
（ハイブリッド開催）

17日 理事会 神奈川県国保会館

24日 広報委員会 神奈川県国保会館
（ハイブリッド開催）

30日 通常総会 神奈川県国保会館

各種広報物を作成しました！
本会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください

特定健診受診率向上
PRポスター

保険料（税）収納率向上
PRポスター 健康まつり等支援

ポケットティッシュ

特定健診受診率向上
PRウエットティッシュ



健康測定機器等の貸出のご案内
　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこなっ
ております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。
※国保主管課及び健康づくり主管課のみ対象です。

●お申し込み●
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID・パスワードが必要です）

ホームページアドレス

●お問い合わせ先●
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通）
Eメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は「足指力計測器」

測�定 結�果

足指力 評価

男性 3㎏以下の人
女性2.5㎏以下の人

がんばろう
グループ

足指・足裏筋力の低下。
偏平足など足部機能の低
下の傾向

男性 3～5㎏の人
女性2.5～4㎏の人

いい感じ
グループ

標準的。下肢機能低下の
可能性あり

男性 5㎏以上の人
女性 4㎏以上の人

上出来
グループ 良好

●体験者の感想●

普段スポーツで踏み込む動作をしてい
るおかげか、良い結果が出せてよかっ
たです。
結果が維持できるように今後も意識し
ていこうと思います。

下肢筋力・足部機能の状態
を測定します。
歩行機能低下や転倒予防
などに役立ちます。

下肢筋力・足部機能の状態

体験したのは、
本会職員　O・Kさん！

4.5kg 上出来グループ
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